
十

市
が
開
発
・
経
営
許
可

許
可
は
3
目
付
。
盛
国
縫
条
件
と
し
て
、
山
鹿
所
有
確

皆
で
は
重
森
に
よ
る
土
星
等
記
に
よ
る
自
己
所

誓
剛
と
さ
れ
て
い
有
を
促
し
屯

る
が
、
開
発
予
壷
（
約
1
　
憲
1
塁
U

g
古
筆
は
現
在
、
湘
甫
年
の
県
地
域
環
境
評
価
者

葦
の
株
裏
革
誓
こ
品
で
、
墓
が
穿
人
は
慧
会
彗
愚
叢
停
年
八
寛
山
愚
が
発

係
者
が
所
有
し
て
い
る
た
な
「
A
I
ラ
ン
ク
」
蕗
価
の
裏
芸
わ
し
て
い
に
碧
更
生
毒
の
威

め
、
市
注
入
へ
算
可
の
罷
て
い
る
。
諌
オ
オ
ム
る
」
と
し
て
三
菱
委
譲
鑑
み
寺
」
怠
っ
て
い
る

香
市
渋
沢
の
八
国
見
山
曾
1
9
邑
南
画
区
域

で
の
奮
闘
発
憤
題
で
市
空
重
要
珠
の
公

益
島
法
人
「
相
模
メ
モ
リ
ア
ル
パ
ー
ク
」
蒜
m
町
）

に
開
発
許
可
（
発
電
法
）
と
靂
琵
琶
許
可
（
同

義
）
を
出
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
っ
た
。
既

に
林
地
莞
（
森
林
法
も
許
可
さ
れ
て
お
り
、
法
的

条
件
が
整
っ
た
こ
と
で
法
人
は
間
も
な
く
着
工
に
革
み

切
る
と
み
ら
れ
竜
　
　
　
　
　
義
夫
】

ラ

サ

キ

の

曇

繁

殖
地
で
も
あ
り
、
「
渋
沢
丘

陵
害
え
香
至
　
（
呈
乃

武
孟
川
衰
）
な
ど
の
泉
保

讃
グ
ル
ー
プ
塾
だ
よ
る

賀
意
化
を
懸
念
す
る
。

藍
グ
ル
ー
プ
塔
」

れ
ま
で
「
ま
雫
束
は
事
実

上
、
覇
の
異
・
唇
が

近
く
着
工
、
自
然
保
護
グ
ル
ー
プ
反
発

窪
め
ら
れ
て
い
な
い
株
式
会

社
で
、
夷
態
は
公
益
財
餅
法

人
の
名
毒
し
」
な
ど
と
し

て
、
開
発
許
可
の
蓋
し
止
め

を
求
め
て
き
た
が
、
市
は
「
法

は
当
初
か
ら
法
人
」
と
説
明

し
て
き
た
。

自
然
保
護
グ
ル
ー
プ
は

生
態
系
の
破
壊
も

㊨
は
感
触

含
め
た
姦
丘
陵
（
雷
1

5
㌔
、
甫
北
1
豊
と
丹

旧
m
累
を
つ
な
ぐ
癌
の
図

匹
の
心
蒸
。
開
発
に
伴

垂

薦

警

削

っ

基
間
曇
畳
成
工
事

に
よ
り
、
オ
オ
ム
ラ
サ
キ
の

彗
滅
状
態
に
な
る

だ
け
で
な
く
、
墨
痕

墓
も
轡
要
れ
る
。

垂
薩
で
沖
等
地
造
成

な
ど
の
虫
食
い
開
発
が
逢

「
明
白
な
事
実
を
癒
し
て

お
り
、
公
正
毒
欠
く
」
と

蔓
洞
。
謳
開
発
が
避
け
ら

れ
な
い
状
況
と
な
っ
た
こ

と
に
つ
い
て
「
子
々
孫
々
に

ま
で
環
境
保
全
の
必
要
性
が

あ
る
地
域
で
の
開
発
は
、

後
世
に
革
質
病
す
」
と
訴

える。
こ
と
が
こ
こ
1
、
2
年
、
専

門
家
の
藷
茎
で
分
か
っ
て
き

た
。
今
固
、
「
A
l
ラ
ン
ク

地
」
ま
で
晃
の
手
が
伸
び

脅
」
と
で
、
大
轡
丘
陵
の
乱

相
異
に
革
止
め
が
か
か
ら
な

く
藁
が
あ
る
。

本
来
、
莞
1
0
0

年
馨
見
据
え
た
解
巣
重

量
守
る
の
が
行
政
に
課

せ
ら
れ
た
便
食
の
一
つ
の
は

ず
。
今
Ⅶ
の
蓄
開
発
は
、

腺
士
の
利
墓
蛋
保

全
の
零
に
か
か
わ
重

な
間
凛
で
雪
に
息
東
わ
ら

ず
、
県
も
市
妻
盛

押
し
す
る
対
応
し
か
取
っ
て

こ
な
か
っ
た
。

【
東
和
云


